
 

 

「一期一会」 ～出会いを大切に～ 
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 校庭の木々も一斉に芽吹き、さわやかな春の日差しが眩しい季節となりました。保護者
の皆様方、お子様の御入学・御進級、誠におめでとうございます。 
 今年度、新たに新入生２２７名を迎え、全校生徒６８４名、教職員６５名で、令和８年度
の教育活動がスタートいたしました。今回の人事異動では１１名の教職員が転出され、新
たに１４名が着任されました。今回、多くの教職員が人事異動により入れ替わりましたが、
春里中学校のよき伝統を残しながら新しい風を入れることにより、保護者や地域の期待に
応え、信頼される学校づくりをさらに目指し、教職員一同全力で取り組んでまいりますの
で、今年度も引き続き御支援と御協力の程よろしくお願い申し上げます。 
 
 さて、「一期一会」という言葉があります。この言葉は、茶道に由来することわざで「一
生に一度限りの縁と思い、どんな人との出会いも大切にする」と言う意味の千利休の茶道
の筆頭の心得です。簡単に言えば、これから何度でも会うことはあるだろうが、もしかし
たら二度と会えないかもしれないという覚悟で人には接しなさいということです。この４
月は、新しい仲間や先生方との出会いがあります。その出会いを大切にしてほしいと思い
ます。出会いは、その人がもっている素晴らしさに触れることでもあります。また、中学校
生活の中で、楽しかったり、悲しかったり、悩んだりといろいろなことがあるでしょう。そ
んな時、出会った仲間や先生方がきっと君達と関わり、助けてくれるでしょう。自分の周
りの人たちを大切にしてください。 
 
 今年度も、学校教育目標「自ら学ぶ生徒 思いやりのある生徒 健やかな生徒」を継承
し、「子どもたちの歓声が響き、笑顔あふれる」学校づくりに邁進いたします。 
 生徒一人ひとりが、登校する時、今日は学校でこんなことができるようになりたい、友
達とこんな話をしようなど、明るく元気に希望をもって登校し、思いやりや温かみをもっ
て、学校生活で充実した活動を送り、下校する時、今日は学校でこんなことができるよう
になった、友達との活動の中で、この人のもっている素晴らしさに触れることができたな
ど、朝は「希望の登校」で始まり、夕方は「満足の下校」で自宅へ帰れるような、成就感や
充実感を感じる学校を目指したいと思います。 
 全生徒にとって、学校が心地よい居場所であり、「子どもたちの歓声が響き、笑顔あふれ
る学校」を築くことこそが、本校の学校教育目標につながると考えています。 
 学校教育目標の実現に向けて、この１年間で行う教育活動を通じて、私たち春里中学校
の教職員は、一生懸命に取り組んでいる生徒たちを、全力で応援していきます。 
 最後に、保護者、地域の皆様方には、様々な機会に学校に足を運んでいただき、教育活動
や生徒の学ぶ姿、成長ぶりを見ていただき、忌憚ない御意見を賜りますとともに、一層の
御支援と御協力をお願い申し上げます。 


